































2016/05/26 ver.1 のまま誤字脱字等、若⼲の修正 
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 A タイプ：掲げようとしているその研究テーマに本当に関⼼があってい 
      ろんな分野の⼈たちと本気で突き詰めたい⼈ 
 B タイプ：誘われてなんかおもしろそうな話だったから参画した⼈ 
 C タイプ：○○さんが誘ってくれたからとにかく参画した⼈ 
 D タイプ：⾃由に使える賞⾦を⽬当てに参画した⼈ 
 E タイプ：コンテストのネタで論⽂作成や研究助成⾦獲得を⾒込んで参 









































































































  13 





























  15 





























  16 
 
  
































































































































  22 
  
  23 
  













    ⼀応のポンチ絵が完成したなら、次はそれのブラッシュアップ！ 
そのためのコツを３つ列挙します。 
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あとがき 
 
 本冊⼦では、特に STEP３においてあえて押し付けがましく⻘臭い理想
論を書かせて頂きました。激しく制度化が進んだ今⽇の学術界においても、
ポストモダンの考え⽅をもつ⽅々においても、前述の⽂章は⼤学で働こう
として働いている研究者なら⼼のどこかで少しはもっている学問観ではな
いでしょうか。繰り返しになりますが、今、我々は制度化、細分化、商業
化が進⾏した学術界において共通の学問観をもちにくくなっており、その
ことが⼀層制度化、細分化、商業化の進⾏を進めているように思います。
異分野間の対話は、少なくとも上（⽬標）か下（根本）かのどちらかが共
通してないと、その中間において各分野が個別的に浮遊するだけになり決
して議論として成り⽴ちません。であるからこそ理想像といわれようが、
研究者ならきっと純粋な学問精神が必ずあると信じてそれを堂々と掲げ、
それを共通⽬標として異分野融合（成⻑）するしかない・・・ その舞台
が本コンテストであり、現学術界に対する抗いでもあるのです。 
 
みなさまがこのコンテストを通じ、 
学者としての成⻑実感を得られますよう。 
 
